
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 支援 

目的 
 

JICA海外協力隊が掲げる３つの目的「開発途上国の経済・社会の

発展、復興への寄与」「相互理解の深化と共生」「ボランティア経験の社

会還元」を実現するため、開発途上国の最前線で活動している JICA

海外協力隊の活動支援や帰国後に国内外で社会課題の解決に取り

組んでいる協力隊員経験者の活動に役立てます。 

1 度のお手続きで定期的に応援頂くこともできます 

遺贈のご相談もお受けしております 

応援 

方法 
 

途
上
国
の
最
前
線
で
活
動
し
て
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る
隊
員
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帰
国
後
に
国
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外
で
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
帰
国
隊
員
、 

  

JICA

海
外
協
力
隊
を
応
援
お
願
い
し
ま
す
。 

JICA海外協力隊応援基金 JICA海外協力隊応援基金 

JICA海外協力隊応援基金WEB サイトにて、オンラインで寄附が

可能です。 

 
検索 

協力隊応援基金 
個人・法人：一口 1,000 円～ 

https://www.jica.go.jp/activities/schemes/partner/private/kifu/kyoryokutai.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/partner/private/kifu/kyoryokutai.html


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

派遣数(累計)    (派遣中)       派遣国数 大洋州地域

4,830名

8%

北米・中南米

14,942名

26%

中東地域

3,729名 7%

アフリカ

16,135名

29%

欧州地域

718名 1%

東南アジア

8,336名

15%

東アジア

1,610名 3%

中央アジア

700名 1%

南アジア

5,402名 10%

JICA 海外協力隊が 

取り組む課題は、世界の課題 

JICA は開発途上国からの要請に基づき、それに見合った技術・知識・経験を持ち、「開発途上国の人々のために生かした

い」と望む方を JICA 海外協力隊の隊員として派遣します。 

隊員は現地の人々と共に生活し、途上国の課題解決に貢献する活動を 2年間行い、帰国後はその経験をもとに日本国内

や海外に対して貢献をします。 

1965 年に開始以来、これまで 5万 6千人を超える隊員が 99 ヵ国で活動しています。 

詳細はこちら： https://www.jica.go.jp/activities/schemes/volunteer/index.html 

これまでの JICA海外協力隊の活動実績 

0800 
受付時間 

平日 9:30-12:30、13:15-17:45 
独立行政法人国際協力機構（JICA）国内事業部市民参加推進課 

 

〒100-0004 東京都千代田区大手町 1-4-1 竹橋合同ビル 

メールアドレス：jicata-kifu1@jica.go.jp 

お問い合わせ 

 

 56,402 名  1,324 名   99 ヵ国 
≫ 派遣実績 

計画・行政  6,025 名 

公共公益事業  3,718 名 

農林水産   6,863 名 

鉱工業   4,668 名 

人的資源  23,570 名 

保健医療   7,113 名 

その他   4,445 名 

≫ 地域別 

≫ 分野別 

環境問題や格差の問題、医療の問題から農業の問題まで、様々

な課題に取り組む隊員の派遣分野は 9 つ（計画行政、農林水

産、鉱工業、人的資源、保健医療、社会福祉、商業観光、公共

公益事業、エネルギー）、180以上の職種があります。隊員は

日々、現地で様々な課題に取り組んでいます。 

2年間の開発途上国での経験を通じて培われた、自ら課題を見つ

け、周りの人々と協力しながら解決していく力は、帰国後、日本の

課題を解決する力としても生かされています。 

災害復興支援や地方創生、多文化共生社会の実現など、隊員

OB/OGは、様々な分野で日本国内の地域社会の課題に取り組

み活躍しています。 

  
富口 由紀子さん  

マーシャル諸島 栄養士 

栄養士の富口さん

は、5人に1人が糖

尿病患者であるマ

ーシャル諸島の病

院にて糖尿病患者

への食事指導や小

学校での栄養教育

に取り組んだ。 

 

坪井さんはウガンダに派

遣され、修理費用が集

まらずに井戸の維持が

できなくなる現地の課題

に注目した。帰国後ウ

ガンダに戻り、現地で起

業。モバイルマネーを利

用した井戸料金回収シ

ステム「SUNDA」を普

及している。 

  
坪井 彩さん  

ウガンダ コミュニティ開発 

mailto:XXX@jica.go.jp
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/volunteer/index.html
mailto:jicata-kifu1@jica.go.jp

